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企画展「やばのみほとけ」の開催について 

担当：歴史博物館 曽我・三谷（電話 0979-23-8615） 

 

古くから、奇岩奇勝で知られる耶馬渓の景観に人々は神や仏の姿を見出してきました。西

には霊峰・英彦山がそびえ、羅漢寺や八面山もまた耶馬渓の景勝地の１つに数えられてきま

した。八面山の伏流水が湧き出す三角池は薦神社の神体とされ、古来より聖地として知られ

ています。本展では、古代から近世に至るまで、この地に祀られてきた神仏を一同に会し、

聖地としての耶馬渓を見つめなおします。出陳される１４件のうち、６件は博物館などで公

開されるのが初めて、６件は等身大の大きな像です。 

 

展覧会情報 

会  期：令和 4年 4月 20 日（水）～6月 5日（日） 

会  場：中津市歴史博物館 

開館時間：午前９時～午後５時（入館は午後 4時 30 分まで） 

休 館 日：月曜日（祝日の場合はその翌日） 

観 覧 料：一般 300 円、団体 100 円（20 人以上）、中学生以下無料 

主  催：中津市歴史博物館 

 

主な展示資料 

木造大日如来坐像（耶馬渓町大字平田 久福寺） 

久福寺の観音堂に、観音菩薩像として安置されていた像。針葉樹材を用

いた一木造。当館の調査などで、平安時代後期に作られた胎蔵界の大日

如来であることが判明した。全体に保存状態が良好で、本年大分県指定

有形文化財となった。 

 

木造観音菩薩立像（山国町中摩 寺川観音堂） 

大友宗麟の焼き討ちに遭い、頭部のみが救い出されたので、新たに体部

を作ったという伝説が残っている。頭部は鎌倉時代の作品と考えられ、

右耳から中央にかけて焼損が激しいものの非常に秀麗である。体も南北

朝時代の作と考えられる。中津市指定有形文化財。今回初公開。 
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関連イベント 

ギャラリートーク（要予約） 

①4月 30 日（土）10：00～ ②5 月 8 日（日）15：00～ ③6 月 5 日（日）10：00～ 

会場：中津市歴史博物館 定員：各 15 名 観覧料（300 円、小中無料）が必要です。 

 

関連講座 「ほとけさまのあれこれ」（要予約） 

学芸員が１回完結で、仏像に関するお話をする初心者向けの講座です。 

日程： 

5 月 8 日（日） 11：00～ ほとけさまのかたち 

5 月 21 日（土） 10：00～ みぢかなほとけさま-石仏に中世を読む 

5 月 28 日（土） 15：00～ ほとけさまのお手本-図像抄入門 

 

会場：中津市歴史博物館 プレイスタジオ 

定員：15 名。 

受講料：無料。 

 

指定 名称 場所 時代 初公開

1 塑像心木 金色妙見社 奈良時代カ 〇

2 銅造如来立像 合元寺 朝鮮三国カ 〇

3 ◎ 銅造観音菩薩立像(レプリカ） 原資料　長谷寺 大宝２年（702）

4 〇 木造妙見菩薩坐像 青区（寄託） 平安時代前期

5 〇 木造妙見菩薩坐像 青区（寄託） 平安時代前期 〇

6 〇 木造女神坐像 青区（寄託） 平安時代後期

7 □ 天部立像 宝福寺 平安時代前期 〇

8 〇 木造大日如来坐像 久福寺 平安時代後期

9 □ 木造観音菩薩立像 寺川観音堂 平安時代後期 〇

10 〇 懸仏 新宮神社 鎌倉末～南北朝時代

11 〇 木造釈迦如来坐像 雲谷寺講中 南北朝時代

12 木造薬師如来坐像 薦神社 鎌倉末～南北朝時代 〇

13 木造随神像（阿蘇神） 薦神社 江戸時代初期

14 木造随神像（高良神） 薦神社 江戸時代初期

◎　国指定　〇県指定　□市指定
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耶馬渓は、約１００万年前に大分県中西部で起きたカルデラ爆発による火
砕流が、長い年月、山国川の浸食にさらされて形成された、奇岩奇勝の地
帯です。人々は古代からこの奇異な景観に神仏の姿を見出してきました。
西岸には霊峰・英彦山や犬ヶ岳、桧原山といった山岳信仰の山々を抱え、
南北朝時代には、この地が中国仏教の聖地・天台山に仮託され、日本では
じめて石造による五百羅漢像「羅漢寺石仏」が造立されました。八面山も
また耶馬渓の景勝地の１つに数えられ、八幡神の伝説が伝わるように、霊
山として崇められていました。その伏流水が湧き出す三角池を祀る薦神社
は、宇佐神宮の祖宮と称され、古来より聖地として知られています。
本展では、古代から近世に至るまで、この地に祀られてきた神仏を一同に
会し、聖地としての耶馬渓を見つめなおします。

中津市歴史博物館企画展

EVENT
ギャラリートーク　（要観覧料）
● � 月 �� 日（土）��：��～　● � 月 � 日（日）��：��～　● � 月 � 日（日）��：��～
会場：中津市歴史博物館　定員：各 �� 名（要予約）

関連講座「ほとけさまのあれこれ」　各 �� 分 ×� 回　（聴講無料）
学芸員が１回完結で、仏像に関するお話をする初心者向けの講座です。（予約は１回ごとに必要です）　
● � 月 � 日（日）��：�� ～　 ほとけさまのかたち
● � 月 �� 日（土）��：�� ～　みぢかなほとけさま - 石仏に中世を読む
● � 月 �� 日（土）��：�� ～　ほとけさまのお手本 - 図像抄入門
会場　中津市歴史博物館　プレイスタジオ（要予約、定員：�� 名）

中津市歴史博物館では国名勝「耶馬渓」
指定１００年を記念し、年間の展示を
「大耶馬渓博覧会」として企画します。
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木造随神像（薦神社所蔵）

学芸員が１回完結で、仏像に関するお話をする初心者向けの講座です。（予約は１回ごとに必要です）　

● � 月 �� 日（土）��：�� ～　みぢかなほとけさま - 石仏に中世を読む


